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加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

経
済
効
果
が
高

く
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
本
県
の
魅
力

を
発
信
す
る
機
会
と
し
て
も
、
Ｇ
７
関
係
閣

僚
会
合
の
水
戸
市
開
催
が
期
待
さ
れ
る
が
、

誘
致
実
現
に
向
け
た
知
事
の
意
気
込
み
は
。

知
事　

県
都
水
戸
は
、
そ
の
歴
史
か
ら
変
革

期
に
お
け
る
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
開
催
地
と

し
て
意
義
深
く
、
来
年
開
館
予
定
の
新
市
民

会
館
な
ど
必
要
な
施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集

積
し
て
い
る
ほ
か
、
交
通
利
便
性
も
あ
り
、

ま
た
、
偕
楽
園
な
ど
世
界
に
誇
れ
る
歴
史
と

文
化
を
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
　※1
と
し
て
効
果

的
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。
国
際
的
に
重

要
な
枠
組
み
へ
の
貢
献
を
果
た
し
、
世
界
に

飛
躍
す
る
茨
城
を
実
現
す
る
た
め
、
私
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
も
質
問
）

髙
安
博
明
委
員
（
県
民
）　

本
県
農
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
て
は
、
海
外
市
場
で
の
新

た
な
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
海
外
市
場
に
お
け
る
競
争
環
境
の

中
、
商
品
の
差
別
化
を
図
る
な
ど
、
競
争
力

の
強
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

海
外
量
販
店
で
は
、
品
目

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
産
地
か
ら
供
給
さ

れ
、
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
消
費

者
の
本
県
産
選
択
を
促
す
た
め
、
か
ん
し
ょ

を
焼
き
芋
で
販
売
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
食

べ
方
の
提
案
を
行
っ
た
り
、
バ
イ
ヤ
ー
に
対

し
、
産
地
リ
レ
ー
に
よ
る
安
定
供
給
を
積
極

的
に
提
案
す
る
な
ど
、
他
国
産
と
の
差
別
化

を
行
い
、
競
争
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、

学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
取
組
な
ど

も
質
問
）

村
本
修
司
委
員
（
公
明
）　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
に
向
け
た
県
の
取
り

組
み
方
針
は
。
ま
た
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
や
発
電

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
擁
す
る
日
立
港

区
周
辺
は
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　※2
の
拠
点
と
し

て
有
望
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

政
策
企
画
部
長　

大
規
模
産
業
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
に
向
け
た
体
系
的
な
支

援
策
を
令
和
４
年
度
予
算
で
構
築
し
た
。
港

湾
機
能
の
高
度
化
や
中
小
企
業
支
援
な
ど
、

企
業
が
投
資
し
や
す
い
環
境
の
整
備
も
進
め
、

産
業
拠
点
の
創
出
に
取
り
組
む
。
日
立
港
区

で
は
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
地
産
地
消
モ
デ
ル

の
実
現
に
つ
な
げ
る
方
策
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

安
全
対
策
及
び
工
程
、
災
害
避
難
に
お
け
る

妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
配
慮
な
ど
も
質
問
）

中
村
は
や
と
委
員
（
無
所
属
）　

い
ば
ら
き

幸
福
度
指
標
は
、
主
観
的
指
標
と
の
組
み
合

わ
せ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
や
、
指
標
の

公
表
後
に
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

踏
ま
え
、
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

何
を
幸
福
と
感
じ
る
か
は
一
人
一
人

異
な
る
た
め
、
そ
の
測
定
や
経
年
比
較
が
難

し
く
、
政
策
の
成
果
と
の
相
関
も
現
れ
に
く

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
個
人

の
幸
せ
と
相
関
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
客
観

的
指
標
を
中
心
に
選
定
し
て
い
る
。
な
お
、

指
標
は
、
毎
年
、
直
近
の
統
計
値
で
更
新
す

る
と
と
も
に
、
幸
福
度
に
関
す
る
研
究
成
果
、

県
民
か
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
よ
り
適

切
な
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
迅
速
な
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

工
業
高
校
の
魅
力
向
上
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

い
ば
ら
き
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、

常
陸
大
宮
市
に
モ
デ
ル
団
地
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
有
機
農

業
を
県
内
に
波
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

有
機
農
業
に
適
す
る
農
地

を
生
産
者
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
堆
肥
に
よ
る

土
壌
改
良
な
ど
の
現
地
実
証
を
行
う
。
ま
た
、

有
機
農
業
の
指
導
員
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

県
が
新
た
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
登
録
認
証
機
関
と

な
る
こ
と
で
、
認
証
取
得
数
を
増
や
し
て
い

く
。
大
手
量
販
店
な
ど
と
の
契
約
販
売
や
輸

出
も
見
据
え
て
、
大
口
の
需
要
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
生
産
者
や
実
需
者
な
ど
で
組
織
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
共
同
出
荷

や
販
路
の
開
拓
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
、

農
業
資
材
等
の
高
騰
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
将
委
員
（
自
民
）　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
の
加
速
化
の
た
め
に
は
、

茨
城
県
の
強
み
で
あ
る
、
つ
く
ば
を
は
じ
め

と
す
る
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
集

積
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
所

見
は
。

知
事　

県
の
協
議
会
の
下
で
、
つ
く
ば
地
域

で
の
水
素
の
研
究
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を

糾
合
し
、
共
同
研
究
の
推
進
な
ど
に
よ
る
研

究
開
発
の
加
速
化
や
、
企
業
の
新
た
な
事
業

展
開
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
臨
海
部
で
の

技
術
実
証
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
量
調
査

な
ど
足
下
の
取
り
組
み
も
し
っ
か
り
と
支
援

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
を
促
進
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
広
く
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
、
産
業
拠
点
の
創
出
に
活
か
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
移
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進
と

関
係
人
口
の
創
出
等
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
と
家
畜
の
適
正
な
飼
養
管
理
も
質
問
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

県
央
地
域
に
は
、

い
ば
ら
き
地
域
づ
く
り
大
学
・
高
専
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
　※3
に
５
つ
の
高
等
教
育
機
関
が
参
加

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
み
が
あ
る
が
、

新
た
な
県
総
合
計
画
に
お
い
て
県
央
地
域
の

振
興
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

今
後
、
地
域
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

地
域
が
自
ら
の
特
徴
や
強
み
を
伸
ば
し
、
他

と
の
差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
が

主
体
的
に
考
え
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
県
に
お
い
て
は
、
県

で
な
い
と
で
き
な
い
産
業
育
成
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
を
推
進
し
、
地
域
の
取
り
組
み
と

合
わ
せ
て
行
い
、
新
し
い
総
合
計
画
に
掲
げ

た
県
央
地
域
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
。

（
ほ
か
に
、
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
振
興
、
最
低
賃
金
制
度
に
関
す
る
認

識
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

県
立
高
校
の
１

人
１
台
パ
ソ
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
、
18
府
県

が
県
負
担
で
端
末
を
購
入
し
１
０
０
％
整
備

し
て
い
る
が
、
本
県
は
30
％
に
届
か
ず
全
国

で
下
か
ら
２
番
目
で
あ
る
。
要
因
は
、
保
護

者
負
担
で
１
年
生
だ
け
を
対
象
に
購
入
さ
せ

た
た
め
で
あ
る
が
、
な
ぜ
公
費
で
整
備
し
な

い
の
か
。
購
入
困
難
な
家
庭
は
ど
う
す
る
の

か
。

教
育
長　

保
護
者
負
担
で
購
入
す
る
こ
と
と

し
た
の
は
、
本
人
所
有
な
ら
ば
、
卒
業
後
も

情
報
資
産
を
活
用
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
購

入
困
難
な
世
帯
に
は
、
県
が
整
備
し
た
端
末

を
貸
与
し
、
令
和
３
年
度
貸
出
実
績
は
１
年

生
全
体
の
４
・
８
％
。
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

に
は
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
、
実

績
は
１
年
生
全
体
の
４
・
２
％
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
公
立
中
学
校
の
部
活
動
負
担
、

県
立
こ
ど
も
病
院
機
能
拡
充
な
ど
も
質
問
）

大
瀧
愛
一
郎
委
員
（
自
民
）　

県
で
は
、
命

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
救
急
搬
送
に
お
い
て
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運
用
し
て
い
る
が
、
夜
間

や
悪
天
候
時
に
は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。

県
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
夜
間
運
航
の

実
現
へ
の
検
討
を
進
め
、
救
急
搬
送
体
制
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

夜
間
運
航
は
事
故
の
リ
ス

ク
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
設
備
や
費

用
面
な
ど
に
加
え
、
実
施
効
果
な
ど
も
整
理

し
、
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。
一
方
、

搬
送
時
間
が
長
い
地
域
で
は
、
高
度
な
医
療

機
関
と
の
遠
隔
画
像
診
断
補
助
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
た
連
携
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
体
制
の

強
化
促
進
、
緊
急
的
か
つ
専
門
的
な
治
療
が

必
要
な
分
野
の
医
師
確
保
な
ど
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
儲
か
る
農
林
業
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
課
題
と
活
用
な
ど
も
質
問
）

戸
井
田
和
之
委
員
（
自
民
）　

不
法
投
棄
が
、

地
元
石
岡
市
小
見
地
区
を
は
じ
め
数
多
く
見

ら
れ
る
が
、
現
状
お
よ
び
課
題
は
。
ま
た
、

自
然
豊
か
な
美
し
い
県
土
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
不
法
投
棄
撲
滅
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

令
和
２
年
度
に
発
生

し
た
１
９
７
件
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
事
案

で
、
多
く
は
、
夜
間
な
ど
を
狙
っ
て
所
構
わ

ず
投
棄
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
投
棄
で
あ

る
。
警
察
や
市
町
村
と
連
携
し
た
監
視
体
制

強
化
や
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
の
発
見
・
通
報

体
制
整
備
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
廃

棄
物
の
不
適
正
保
管
事
案
に
つ
い
て
は
、
行

為
者
な
ど
に
対
し
、
法
に
基
づ
き
厳
し
く
指

導
し
て
お
り
、
手
を
緩
め
ず
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る

逃
げ
遅
れ
対
策
、
認
知
症
対
策
の
課
題
と
市

町
村
な
ど
の
取
組
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

●
質
疑
者

３
月
17
日（
木
）

　

加か
と
う藤　

　

明あ
き
よ
し良

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
や
す安　
　

博ひ
ろ
あ
き明
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

村む
ら
も
と本　
　

修し
ゅ
う
じ司
（
公　
　

明　
　

党
）

　

中な
か
む
ら村　

は
や
と
（
無　
　

所　
　

属
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
18
日（
金
）

　

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

玉た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち
一
（
立
憲
い
ば
ら
き
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

大お
お
た
き瀧　

愛あ
い
い
ち
ろ
う

一
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

ことば

※1【ユニークベニュー】…博物館・美術館、歴史的建造物、神社仏閣、城郭、屋外空間（庭園・公園、商店街、公道等）などで、会議・レセプションを開催することで特別感や地域特性を演出できる
会場。

※2【メタネーション】…水素と二酸化炭素を反応させ、天然ガスの主な成分であるメタンを合成する技術。

※3【いばらき地域づくり大学・高専コンソーシアム】…茨城県内の大学および高等専門学校が、地域の歴史や伝統、風土や文化を尊重しつつ、県内地方公共団体および産業界などと連携・協働して地域の振
興に寄与すると同時に、茨城県の魅力を世界に発信することを通じて、“いばらき”の発展に資することを目的として設立。

ことば

予 算 特 別 委 員 会

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/ こちらから録画映像で▶
ご覧になれます。


